
新人看護職員12ヶ月間の到達目標

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
１．自己の課題を明
　　確にし、次年度の
　　目標を立てること
　　ができる。

１．電子カルテからケア
  　に必要な情報収集･
　　実施入力ができる。
２．チームメンバーの役
    割分担が分かる。
 1）割り当てられた業務
　  を行う
 2）指導の基に自分が
  　担当した業務を行う
 3）マニュアルに沿っ
　  て感染防止行動が
　　とれる
 4）医療廃棄物の取り
  　扱いができる
 5）針刺し事故防止が
 　 できる

１．プライマリーナース
　　の役割が分かる。
２．夜勤メンバーとして
　　の責任と役割を果
　　たすことが出来る。

病院オリエン
テーション
看護部オリエン

・各委員会
・医療安全
・感染管理
・個人情報保護
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修
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内
研
修

・個人目標面接
・ラダー面接

・個人目標面接
・ラダー面接

日勤

遅出

夜勤

接遇研修
禁煙

院外研修
リフレッシュ研修
職員健康診断

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4月

１．チームの一員として活動しているという
　  実感が持てる。

5月

１．助言を受けながら、関連部門・他職種と連携
　　できる。
２．夜勤業務が理解でき、助言を受けながら実
　　践できる。
 1）緊急時、夜間の報告の方法
　　（主治医、当直看護師長）を知る
３．不規則勤務の中で健康管理ができる。
４．防災訓練に参加し、災害発生時には決めら
　　れた初期行動を円滑に実施できる。

１．チームメンバーの一人として行動できる。
 1）１日の割り当てられた業務の優先順位を考
　　えて行動できる
 2）チームメンバーの行動に気付くことが出来る
２．継続看護の意味が理解できる。
 1）外来と病棟の連携
 2）他職種との連携の重要性と実際
 3）退院調整や在宅支援の取り組みを知る

１．業務や看護ケアの根拠を考えながら実践できる。

平日勤務　部署により適宜調整　　土日休み

１ヶ月
フォローアップ研修
「医療安全」

採血研修
研修レポート記入

（１週間以内）

１ヶ月
フォローアップ研修
　・リアリティーショック
　 の対応
　

１．チームリーダーの役割が理解できる。
２．担当患者の看護過程が展開できる。
３．部署の様々な役割が、目標達成と関連して
　　いることが分かる。
４．安全性を意識した物品管理ができる。
５．経済性を意識した物品管理ができる。
 1）患者の負担を考慮し、物品を適切に使用す
　　ることができる
 2）費用対効果を考慮して衛生材料の物品を適
　　切に 選択することができる

各部署の特殊性に応じた教育
研修レポート記入（１週間以内）

１．チームメンバーの一人として行動できる。
 1）日常業務の中で必要な報・連・相ができる
 2）患者家族の思いを尊重し行動できる
 3）担当看護師として役割を果たせる
　①患者の変化（症状・検査データー、反応な
     ど）に 気付くことができる
 4）助言を受けながら複数の患者の看護ケアを
    優先度を考えて行動できる
 5）ＭＥ機器を安全に使用することができる

１．配属部署の特殊性が理解できる。
 1）勤務場所の構造・特徴・看護方式・
 　 患者の状況
２．職場の環境に慣れ、日常業務の
    流れが理解できる。
３．看護手順を活用できる。
４．看護業務におけるコミュニケーショ
  　ンが行える。
 1）電話の対応ができる
 2）言葉遣い、報・連・相の実施
５．電子カルテの基本操作がわかる。

８ヶ月
フォローアップ研修

・個人目標面接
・ラダー面接
・看護師長、教育担当
　副看護師長、プリセプ
　ターとともに、月末１回

その他

月
別
目
標

１．社会人としての生活に慣れる。
２．部署の一員として環境に慣れる。

以後、病棟スタッフ全員で指導　　ＰＮＳ(パートナーシップ・ナーシング・システム）

指導を受けながらその日に受け持つ患者の看護ケアを実践
一日に担当する患者数を増やしていく

電子カルテ操作研修
職員健康診断

１．チームメンバーの役割と責任を果たすことができる。

研
修

静
脈
注
射

１．綾部市立病院の理念を理解し、有
  　効な人間関係を保ち、社会人・専門
  　職業人としてふさわしい態度を身に
  　つける。
 １)職業人意識
 2）職場風土の理解と調和
 3）円滑な職場の人間関係
 4）ビジネスマナー
 5）コミュニケーション
 6）守秘義務の遵守
 7）就業規則

看護実践
看護師とともに行動し、生活の援助技術や診療の援助技
術を習得する。

厚生労働省ガイドライン「技術
チェック表」の項目に沿って
各部署で指導実施

各部署の「新人教育プログラム」に沿って指
導

「看護技術」
　　・心電図テスト
　（評価者：看護師長　副看護師長　）

実技テスト
・輸液・シリンジポンプ
（評価者：看護師長　副   看護師長）
事例レポート記入

静脈Ⅰの研修終了後実技テストを開始する

勤
務
予
定

到
達
目
標

・重症度、医療・看護必要度

主な検査及び処置・手術を受ける患者の看
護を実践する。

2ヶ月
フォローアップ研修
　・コミュニケーション

指導体制

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　課題すべて終了後レベルⅠ認定（8月1日）認定書発行予定（認定書を受け取った後に看護行為開始）

　　　　　　　　　　　　『末梢静脈』　　翼状針による静脈注射　側管からの静脈注射　薬液の更新　ヘパリンロックからの静脈注射　輸液・シリンジポンプからの与薬　麻薬の投与

　　　　　　　　　　　　『中心静脈』　　薬液の更新　間歇的注入　輸液・シリンジポンプからの与薬　麻薬の投与

　

　
　

一年間のまとめ
ポートフォリオ発表会

　　　　　ローテーション研修
　　各部署（ＩＣＵ含む）
　　手術室・中央材料室
　　　　　　　　　　　プログラム別紙

集
合
研
修

５ヶ月
フォローアップ研修
　・ストレスマネジメント

評価面接

先輩看護師または看護師長とともに行う
看護部長


